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神緑 会学術誌 第18巻2002年

教室だより

神戸大学医学部附属病院薬剤部

奥 村 勝 彦(京 大薬学部40年卒)

薬剤部 は現在23名 の常勤薬剤師(う ち教授1,助 教

授1)と 若干名の非常勤薬剤師,事 務職員お よび大学

院生で業務,研 究,教 育 をこなしています.業 務は従

来主業務であ りました外来患者の調剤か ら入院患者の

注射剤調剤(注 射剤の患者毎liilll:交 付,IVHの 混合,

抗癌剤の混合な ど),服 薬管理指導な ど病棟の患 者様

対象の業務に シフ トしてお ります.こ れは医薬分業の

推進 による院外処方せんの増加に伴 う変化であ り,病

棟での リスクマネージメン トや患者サー ビスに貢献 し

ています.ま た,新 薬の臨床試験 を管理運営する治験

管理セ ンター も別組織で はあ りますが,薬 剤部が主体

的に運営 してお ります.診 療各科の御協力により治験

の依頼件数 も多 く,実 施率 も高いことか ら治験施設 と

しての評価は高いようであ ります、,

研究分野では遺伝r・解析による薬剤の適IE使 用いわ

ゆ るテー ラー メイ ド薬物療法 の研究 を行 ってお りま

す.薬 物代謝酵素,ト ランスポー ター,受 容体のSNP

解析によ り患者様個々の体質に合わせた薬剤選択(レ

スポンダーにのみ投与で きれば副作 用回避可能),薬

剤投与量の決定を行うもので,現 在注 目を集めている

研究分野であります.現 在稼動 している遺伝子診療部

に対 して も支援,協 力 してお ります し,神 戸市のゲ ノ

ム先端医療研究開発センターにも協力体制 をとってお

ります.厚 生労働省は新薬開発 において もテーラーメ

イ ド薬物療法 を重視 してお り,治 験段階での遺伝子解

析 デー タ蓄積が期待 されてお ります.

教育では医薬品の適正使用,リ スクの回避を中心に

臨床薬理学の講義 を行 うと共に,ポ リクリな どで,処

ノ∫の解釈,処 方せ ん入 力の演習,TDMの 実際 など実

地学習にも寄与 してい ます.

以 ヒの ように薬剤部は業務を中心 に研究,教 育にも

バランスを/.:視しつつ努力 してお り,大 学独法化にも

対応で きるよう改革を進めてお りますので,今 後 とも

ご指導ご鞭捷 よろしくお願い申 し上げ ます.
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